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七
月
定
例
町
議
会
終
る

　
七
月
定
例
町
議
会
は
九
日
、
役
場
町

議
会
議
場
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
議
長
開
会
宣
言
の
も
と
、
事

務
当
局
よ
グ
、
報
告
事
項
が
あ
り
、
つ

づ
い
て
審
議
議
題
の
説
明
と
共
に
、
活

発
な
審
議
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。
尚

　
　
　
　
（
薄
珊
　
圏
　
粛
）

当
日
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
左
の

通
り
で
す
。

報
告
事
項
　
　
　
　
　
・

L
　
松
代
町
農
業
共
済
事
業
、
業
務
報

　
告
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
～
昭

　
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
）
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幽
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田

一
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噛
ド
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0

　
　
田

一
●
噛
ド
O
一
〇

　
他
に
蚕
繭
関
係
の
実
共
済
金
支
払
額

　
は
二
三
七
六
五
円
、
家
畜
関
係
で
は

　
共
済
金
支
払
額
一
六
七
七
六
〇
円
と

　
な
っ
て
い
る
。

議
題
議
第
一
号

　
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
満
場
一
致
で
前
助
役
、
小
堺
義
教

　
　
氏
（
室
野
）
を
提
案
通
り
承
認
議
決

議
第
二
号

　
昭
和
四
十
年
度
松
代
町
歳
入
歳
出
予

　
算
補
正
（
第
一
号
）

　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

　
　
ぞ
れ
五
七
五
〇
柵
を
追
加
し
、
歳

　
　
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
二
〇
五
五
五
〇
柵
と
す
る
。

　
　
尚
明
細
は
別
表
に
よ
る
。

議
第
三
号

　
昭
和
四
十
年
度
松
代
町
特
別
会
計
国

　
民
健
康
保
険
事
業
歳
入
歳
出
予
算
補

　
正
（
第
一
号
）

　
　
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の

　
　
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
一

　
　
〇
柵
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

　
　
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
八
九
五
二
柵

　
　
と
す
る
。

議
第
四
号

　
昭
和
四
〇
年
度
松
代
町
特
別
会
計
農

　
業
共
済
事
業
歳
入
歳
出
予
算
補
正
（

　
第
一
号
）

　
　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二

　
　
〇
〇
三
柵
と
す
る
。

尚
「
松
代
町
農
業
後
継
者
育
成
事
業
補

助
要
綱
」
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

そ
の
目
的
に
「
松
代
町
に
お
け
る
農
業

後
継
者
を
確
保
し
、
そ
の
資
質
を
向
上

さ
せ
、
近
代
的
農
業
経
営
技
術
を
修
得

さ
せ
る
た
め
修
学
資
金
を
助
成
す
る
」

こ
と
を
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
次
に

掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
将
来
松
代
町
に
お

い
て
自
営
農
業
者
と
な
る
こ
と
を
志
ざ

す
も
の
の
み
で
、
①
県
立
興
農
館
高
等

学
校
に
在
学
中
の
も
の
。
②
県
立
農
業

教
育
セ
ン
タ
ー
で
研
修
中
の
も
の
。
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
町
産
業
課

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
と
の
こ
と
。

以
上
、
原
案
通
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
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若
者
た
ち
よ

　
　
　
力
強
く
進
め
！

　
　
　
H
成
人
式
挙
行
さ
れ
る
H

　
七
月
十
一
日
、
第
十
六
回
松
代
町
成

人
式
が
松
代
小
学
校
に
お
い
て
、
参
集

者
多
数
の
う
ち
に
嚴
繍
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
連
日
降
り
続
い
て
い
た

雨
も
、
成
人
に
達
し
た
人
た
ち
の
将
来

を
祝
福
す
る
か
の
如
く
、
か
ら
り
と
晴

上
り
参
集
者
の
出
足
も
早
く
、
九
時
よ

り
式
典
に
入
り
ま
し
た
。
先
ず
公
民
館

長
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
つ
づ
い
て

町
長
、
町
議
会
議
長
、
町
教
育
振
興
会

長
、
町
青
年
団
長
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の

成
人
に
望
む
事
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た

こ
れ
に
対
し
成
人
式
該
当
者
代
表
斉
木

　
　
君
（
室
野
）
よ
り
年
々
減
少
す
る

在
町
青
年
の
現
状
の
中
で
、
そ
れ
で
も

こ
の
町
の
中
で
若
人
の
可
能
性
を
試
み

つ
N
、
一
歩
前
進
す
る
町
作
り
の
一
員

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
希
望
を
い
だ
き

つ
N
、
今
日
の
式
典
に
の
ぞ
む
旨
の
答

辞
が
の
べ
ら
れ
、
数
多
い
祝
電
披
露
を

終
っ
て
式
典
を
と
じ
ま
し
た
。

午
後
は
会
食
後
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に

う
つ
り
、
ゲ
ー
ム
、
映
画
の
楽
し
い
一

日
を
お
く
っ
た
若
者
た
ち
は
意
義
あ
る

こ
の
日
を
心
の
中
で
温
め
つ
N
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
尚
本
年
度
の
該
当
者
数
は
左
の
通
り

で
す
。

　
男
　
四
十
八
名

　
女
四
十
七
名
　

計
九
十
五
名

開
始
は
九
月
圃
日
ご
ろ
か
？

松
代
テ
レ
ビ
中
継
所
工
事
進
む

　
過
去
三
ケ
年
の
闘
、
N
H
K
松
代
テ

．
レ
ピ
中
継
放
送
所
の
設
置
に
つ
い
て
、

電
波
関
係
、
受
信
関
係
を
十
数
回
に
わ

た
り
町
内
各
所
を
調
査
、
そ
の
結
果
現

在
地
の
松
之
山
町
大
字
水
梨
地
内
（
俗

称
子
育
て
観
音
様
）
の
山
頂
に
決
定
、

本
年
度
の
融
雪
期
を
侯
っ
て
五
月
よ
り

着
工
し
た
も
の
で
、
す
で
に
送
信
所
の

高
架
ア
ン
テ
ナ
も
完
成
、
受
信
所
の
工

事
を
急
ピ
ツ
チ
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す

　
こ
の
程
、
新
潟
放
送
局
よ
り
係
員
が

参
庁
し
て
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
大

要
次
の
よ
う
に
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
八
月
十
五
日
頃
か
ら

試
験
電
波
を
出
し
、
九
月
一
日
、
正
式

に
開
局
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
予
定
で
あ
る
の
で
大

体
八
月
十
五
日
頃
か
ら
試
験
電
波
を
送

信
す
る
の
で
一
部
の
地
域
に
お
い
て
は

受
像
の
状
況
に
変
化
が
生
ず
る
と
思
わ

れ
ま
す
し
、
チ
ヤ
ン
ネ
ル
の
変
更
も
あ

る
で
し
よ
う
し
、
ア
ン
テ
ナ
の
位
置
の

変
更
等
も
あ
る
ど
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

（あいさつする富沢館長）

N曝松代テレピジヨン受倍状泥予想図

後

試
験
電
波
送
信
の
行
な
わ
れ
る
八
月
十

五
日
ご
ろ
を
前
後
と
し
て
、
関
係
地
域

の
聴
取
者
及
び
共
同
ア
ン
テ
ナ
関
係
者

テ
レ
ビ
販
売
技
術
者
等
と
放
送
局
当
局

と
の
打
合
せ
会
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
日
時
に
つ
い
て
は
放
送
局
で

計
画
中
で
あ
り
ま
す
の
で
判
明
次
第
に

関
係
者
へ
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
確
か
な
事
項

は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
大
要
の

み
し
か
お
知
せ
出
来
ま
せ
ん
が
、
八
月

中
旬
頃
、
試
験
電
波
送
信
後
、
受
像
に

変
化
が
生
じ
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
題
取
者
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
承
っ
て
改
善
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
ご
と
の
画
像
及
び
受
信

状
況
に
つ
い
て
は
、
左
記
凸
版
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。
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旨
戯
、
，
．
戸
、
　
．

◇
国
道
の
田
沢
部
落
内
の
橋

　
　
　
　
　
　
示
久
橋
に
◇

　
か
ね
て
よ
り
地
元
民
の
熱
望
し
て
止

ま
な
か
っ
た
、
当
町
国
道
田
沢
地
内
に

か
』
る
二
つ
の
橋
が
、
装
い
も
新
ら
た

な
永
久
橋
と
し
て
生
れ
か
わ
り
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
六
月
二
十
四
日
、
盛
大
に

そ
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
県
知
事
代
理
官
、
当
郡

口■■■■■　0■■■■一一＿＿』■■一

r闘■■■■■膨一

成
■ゴr6■■騨　　一

出苅
一
橋

輔

沢

選
出
県
議
会
議
員
を
始
め
工
事
関
係
者

町
議
会
議
員
、
地
元
代
表
等
、
関
係
者

多
数
が
参
加
、
午
後
一
時
よ
り
、
田
沢

部
落
民
総
出
の
う
ち
に
渡
橋
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
神
官
祓
い
の
後
、
町
長
、
知
事
代
理

県
議
会
議
長
代
理
外
関
係
各
位
の
祝
辞

が
あ
り
、
知
事
代
理
の
ハ
サ
ミ
で
テ
ー

プ
を
切
断
、
爆
竹
の
音
と
共
に
、
町
長

部
落
の
一
家
三
代
夫
婦
高
橋
新
太
郎
さ

簸

新装なつた田沢橋

A
1

灘
献

　∞顯

↓
続
々
と
渡
り
初
め
を
行
う
関
係
者

神
官
を
先
頭
に
一
家
三
代
夫
婦
高

橋
さ
ん
一
家
が
こ
れ
に
続
く
。

ん
一
家
を
先
頭
に
渡
橋
、
塗
装
の
色
も

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
　
　
　
　
　
　
ゼ
ビ
ち
キ
　
　
　
　
　
コ
ド
ロ
ニ
ッ
　
　
お

あ
ざ
や
か
な
新
橋
を
続
々
と
渡
る
様
は

装
観
で
し
た
。
つ
づ
い
て
部
落
の
婦
人

・
会
の
人
達
の
民
謡
流
し
で
行
列
に
花
を

添
た
こ
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
一
駒
で
し

た
。
　
渡
橋
式
終
了
後
、
松
代
小
学
校
に
お

い
て
落
成
祝
賀
会
を
挙
行
、
関
係
者
の

挨
拶
の
後
、
工
事
経
過
報
告
等
が
な
さ

れ
、
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
は
元
田
沢
橋
は
昭
和
三
十
八

年
九
月
二
十
六
日
着
工
、
工
事
総
額
約

二
〇
二
一
万
円
、
巾
員
六
米
、
延
長
三

二
米
で
あ
り
ま
す
。
又
田
沢
橋
が
昭
和

三
十
九
年
六
月
十
日
着
工
、
工
事
総
額

一
七
八
O
万
円
、
巾
員
六
米
で
架
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
カ
ー
ブ
の
多
い
道
で
し
た
が

こ
れ
に
よ
っ
て
部
落
内
道
路
は
、
ほ
と

ん
ど
直
線
と
な
り
、
車
に
ょ
る
事
故
も

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
関
係
、

者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。
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農
業
後
継
者
対
策
に

　
　
　
町
当
局
の
り
だ
す

　
年
々
減
少
を
み
る
農
村
人
口
と
共
に

大
き
な
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

農
業
後
継
者
の
育
成
に
、
町
当
局
は
積

極
的
対
策
を
打
出
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
在
町
青
年
の
実
態
調
査
に
よ
り
、
二

十
五
才
ま
で
の
青
年
男
女
の
実
数
を
把

握
し
、
そ
れ
等
の
人
た
ち
を
対
象
に
農

業
講
座
の
開
設
を
計
画
、
六
月
二
十
九

日
、
県
農
事
試
験
所
技
師
、
矢
尾
板
専

間
技
術
員
を
招
き
、
町
長
、
教
育
長
、
、

産
業
課
長
、
改
良
普
及
所
長
の
出
席
の

も
と
開
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
参

集
し
た
も
の
五
十
数
名
、
こ
の
人
た
ち

が
今
後
六
回
に
わ
た
り
、
実
際
農
家
に

の
こ
る
も
の
と
し
て
の
間
題
と
技
術
の

修
得
に
熱
心
に
学
習
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
第
二
回
目
の
七
月
九
日
に
は

「
六
十
数
名
と
な
り
、
ノ
ー
ト
に
懸
命
に

書
取
る
姿
に
関
係
者
は
大
き
な
喜
び
と

期
待
を
か
け
て
い
る
次
第
で
す
。

尚
七
月
下
旬
、
八
月
上
旬
、
八
月
下
旬

と
講
座
を
行
い
、
最
後
に
県
農
業
教
育

セ
ソ
タ
ー
視
察
を
す
る
予
定
に
な
っ
て

ー
い
ま
す
。
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松
代
町
青
年
団

体
育
大
会
お
わ
る

　
町
団
体
育
大
会
は
七
月
十
八
日
、
町

長
、
教
育
長
、
松
代
中
学
校
長
の
臨
席

を
得
て
、
松
代
中
（
卓
球
）
松
代
高
（
排

球
の
二
会
場
で
行
わ
れ
た
。
排
球
は
今

年
度
初
め
て
の
種
目
だ
け
に
何
か
と
懸

念
さ
れ
る
面
も
あ
っ
た
が
、
松
代
を
除

い
た
各
地
と
も
こ
の
大
会
の
為
に
地
区
ー

の
面
目
を
か
け
て
練
習
し
た
跡
が
見
ら

れ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
ろ
し
く
初
め
て
の

競
技
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
見
事
な
チ
■
ム

ワ
ー
ク
と
技
の
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

卓
球
競
技
は
出
場
し
な
い
地
区
も
あ
り

そ
の
点
残
念
だ
っ
た
が
、
し
か
し
各
選

手
と
も
練
習
量
が
少
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
一
生
懸
命
に
、
し
か
も
技
も
選
ば
・

れ
た
人
達
だ
け
あ
っ
て
終
始
熱
戦
の
ゲ

ー
ム
だ
っ
た
。
排
球
は
郡
体
の
予
選
と

切
り
離
し
、
卓
球
の
み
予
選
を
兼
ね
て

い
た
が
、
一
日
中
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
、
ま
ず
ま
ず
の
盛
会
だ
っ
た
。

一
年
に
一
度
の
こ
の
大
会
に
参
加
す
る

意
義
を
各
自
が
深
く
か
み
し
め
て
、
支

部
、
地
区
、
町
団
の
連
結
を
強
め
、
今

後
青
年
団
を
よ
り
活
発
に
す
る
為
、
明

日
の
松
代
町
を
担
っ
て
い
く
英
気
と
原

動
力
に
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

そ
し
て
今
年
の
郡
青
年
大
会
に
は
是
非

総
合
優
勝
の
栄
を
と
張
切
っ
て
練
習
し

て
い
る
選
手
の
姿
に
勝
利
を
確
信
し
て

い
る
。

　
町
団
体
育
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り

排
球
一
位
山
平
地
区
二
位
伊
沢
地

　
　
区
　
三
位
松
代
地
区

卓
球
男
子
一
位
山
岸
君
夫
（
奴
奈
川
地

　
　
区
）
二
位
高
橋
嵩
一
（
山
平
地
区

　
　
三
位
八
峠
正
行
（
峰
方
地
区
）

卓
球
女
子
一
位
関
口
洋
子
（
松
代
地
区

　
　
二
位
柳
敏
子
（
松
代
地
区
）
三
位

　
　
若
井
コ
ウ
（
峰
方
地
区
）

総
合
一
位
山
平
地
区
、
二
位
松
代

　
　
地
区
、
三
位
　
峰
方
地
区

個
人
事
業
視
の
納
入

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
高
田
財
務
事
務
所

　
納
税
者
の
皆
さ
ん

　
個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納
期
が
ま

い
り
ま
し
た
。
例
年
の
通
り
、
納
税
通

知
書
が
八
月
十
五
日
過
ぎ
に
お
手
元
に

届
ぎ
ま
す
。
今
年
も
お
忘
れ
な
く
、
八

月
三
十
一
日
ま
で
に
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
各
金
融
機
関
へ
納
入
し
て
下

町
内
農
道
工
事
進
む

　
長
い
間
の
降
雨
も
夏
場
を
む
か
え
た

昨
今
、
今
年
度
町
内
の
各
地
の
農
道
工

事
が
急
ピ
ツ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　
農
業
構
造
改
善
の
一
つ
の
分
野
で
あ

る
農
道
の
確
保
が
、
そ
の
必
要
性
と
地

元
住
民
の
強
い
要
望
と
に
よ
っ
て
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も

早
く
よ
り
こ
の
間
題
を
取
上
げ
、
そ
の

充
実
を
図
っ
て
き
、
ま
し
た
が
、
本
年
度

も
町
単
十
三
道
、
県
単
三
道
の
農
道
工

事
を
決
定
、
そ
の
入
札
を
絡
り
ま
し
た

該
当
地
区
及
町
当
局
も
そ
の
実
現
の
一

日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
し
つ
つ
着
工

い
た
し
ま
し
た
。
爾
決
定
を
み
ま
し
た

農
道
は
左
の
通
り
で
す
。

　　昭和40年度
町単補助農道総括表

総事業費

　　　562椚

　　　250

　　　375

　　　423

　　　332

　　　137

　　　998

　　　401

539

569

271

60

138

巾員
3．0舵

3．0

3．0

3．6

3．0

2．0

3．0

3．0

3．0

3．5

3．0

4．0

3．0

延　　長

　　609勉
　　283

　　296

　　405

　　397

　　482

　1303
　　、366

　　391

　　503

　　138

　　206

　　468

地区名

尻
倉
所
峠
沢
代
生
刈
年
畑
戸
沢
明

　
野
　
訪
　
　
　
　
　
　
之
荒

池
田
竹
諏
会
田
蒲
菅
千
池
小
会
儀

県単補助農道総括表

木和田原

蓬　　平
　峠・

508

659

476

3．6

3．0

3．0

2，210

2，800

1，450

《壬）

さ
い
。

　
納
税
組
合
へ
加
入
の
方
々
は
是
非
組

合
を
通
じ
て
納
入
し
て
下
さ
い
。
F

　
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

　
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

会
を
左
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
、
御
利

用
の
む
き
は
詳
細
を
町
役
場
、
社
会
課

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

L
日
時
　
　
八
月
十
一
日
、
午
前
九
時

　
　
　
　
よ
り
、
受
付
時
間
午
後
一
時

　
　
　
　
ま
で

乞
場
所
　
　
大
島
保
健
所

よ
相
談
科
目
　
肢
体
不
自
由
関
係
及
び

　
　
　
　
　
一
般
相
談

牛
申
込
み
　
八
月
十
日
ま
で
町
役
場

　
　
　
　
社
会
課
へ

　
尚
詳
細
は
申
込
み
の
時
窓
口
に
て
お

　
聞
き
く
だ
さ
い
。

電
報
電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
潟
市
の
市
内
局
番
が
か
わ
り
ま
す
。

　
新
潟
市
の
市
内
局
番
が
八
月
二
十
九

日
よ
り
か
わ
り
ま
す
。
新
潟
へ
電
話
を

か
け
ら
れ
る
方
は
、
二
十
九
日
以
降
は

新
し
い
局
番
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
㌔

　
　
現
在
　
　
　
　
新

　
　
2
局
ー
22
局

　
　
3
局
」
2
3
局

　
　
4
局
－
狙
局

　
　
5
局
－
、
4
5
局

　
　
6
局
1
6
6
局

田
沢
御
嶽
神
社

神
体
を
公
開
！
、

　
来
る
八
月
十
七
・
十
八
日
の
両
日
、

当
町
田
沢
御
嶽
神
社
は
そ
の
御
神
体
を

一
般
公
開
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
神

社
は
御
嶽
三
柱
の
大
神
を
ま
つ
り
、
広

・
範
囲
の
信
仰
を
古
く
よ
り
も
っ
て
き
た

社
で
そ
の
宝
物
は
左
の
通
り
で
す
。

　
◎
御
嶽
三
柱
の
大
神

　
◎
御
嶽
山
御
分
神

　
◎
心
明
院
の
像

　
◎
心
明
院
の
画
像

　
◎
教
祖
の
屏
風
一
双
　
他
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